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機 関 名 白鷗大学 

団体等名 白鷗大学 箏曲部 

学生代表者氏名 

（所属・学年） 
白鷗大学 経営学部 ３年 吉田 智恵 

責任教職員氏名 松下 緑 白鷗大学学務課 

 

１．事業名 箏曲・三味線ワークショップ 

２．実施時期 ①２０１３年９月２３日（月・祝） ②２０１４年２月２日（日） 

３．実施場所 ①栃木市立寺尾中学校内セミナーハウス ②小山市文化センター 

４．事業の内容等 概要 ①②共に 日本の伝統文化の一つである箏・三味線を地域の皆様に演

奏体験していただく 

 

内容 ①は６０分ほど、参加者に楽器を体験して貰い、その後、箏曲部員が 

伴奏を入れて、参加者は３グループに分かれ、順番でコンサート形式にて演

奏を披露する。 

 

②は 小山市国際交流協会主催のインターナショナルフェスティバルのイ

ベントで、箏曲部員が舞台演奏し、終了後ロビーにてフェスティバルの参加

者に楽器の体験をしてもらう。 

５．事業の成果と今

後の課題 

①は栃木ケーブルＴＶのＣＭや小学校・中学校・公民館へチラシ・ポスター 

と参加者への募集をおこなったが、未就学児１名・小学生３名・中学生１８

名の体験となった。大人の参加者が集まらなかったのが今後の課題である。 

体験内容は「思ったよりも簡単」「音色がきれい」「一曲完成したので達成

感があった」と好評であった。 

②小山に在中の外国人の方々も参加してくださり、和楽器を理解していただ

けて、とても有意義だった。隣のブースは「大正琴」「茶道」という事もあ

り、日本文化に興味のある人達が集中してきてくださった印象がある。①と

違い、参加スペースが狭かった為、楽器体験は順番待ちになってしまった。

一人平均７～８分の体験となってしまい、もう少し丁寧に説明できたら良か

った。次回は主催者と相談したい。 

 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 








